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＜目的＞

　前報では、菱川師宣絵本と雛形本を比較検討し、両者の衣裳文様に多くの共通点がある

ことを報告した。挿絵に描かれている衣裳文様は当時の流行文様であると考えられる。こ

の結果をふまえ、今回は菱川師宣絵本のなかでも当世風俗を題材とした版本を資料とし、

そこに描かれる情景や人物、衣裳文様について調査する。
＜方法＞

　師宣の当世風俗を題材とする版本に描かれた情景・人物・衣裳について調査する。また、

挿絵中の主人公的人物の衣裳文様をモチーフ別に分類、雛形本と比較検討する。
＜結果＞

　当世風俗絵本の挿絵に描かれた人物の半数は遊女・娘・町方若衆・武家若衆であった。

本文も、それらの人物表現が主である。彼らの衣裳に描かれた全ての文様を一覧表に示し、

モチーフ別に草花文様・幾何学文様・器物文様・雲霞文様・囲み充填文様・雪輪文様・波

頭文様・動物文様・文字文様などと分類した。これにより、資料中の師宣の文様種類が明

らかとなり、そこに描かれた衣裳が雛形本と共通性が高い華やかな文様で彩られているこ

とが確認された。この文様一覧表は今後、他の師宣版本、肉筆絵、屏風絵等や他の浮世絵

師の作品との比較資料としたいと考える。
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目的

日本人の衣生活の中で和服離れが進んでいるといわれるようになって久しい。
しかし一方では、若い人を中心に、ここ数年浴衣が夏の街着として盛んに着られるよう

になり、定着する傾向にあるなど、変化する様子も見られる。

これらの情況をふまえて女子大生が和服に対してどの様な意識を持っているかを調査し、
その要因を考察することを目的とする。

方法

女子大生を対象として和服に対する興味の有無と和服の種類をどのくらい知っているか

などについて10年間調査を行った。その調査結果によって女子大生の和服に対する意識
を分析した。更に、同じ期間中に首都圏の各家庭に配布された広告等を分析し、意識と

の関連について調べた。
結果

調査資料を分析した結果、女子大生の和服に対する興味は殆どの学生か有ると答え、10

年間の差は見られなかった。また知っている和服の種類の数量についても大きな変化は

見られなかった。　しかし、種類の内容や、表現には変化が見られた。

これは生活環境の変化や雑誌、広告などの和服に対する扱い方や表現方法の変化に影響
を受けて学生の和服に対する意識か変化したものと考えられる。

194


